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目次8 7行目 8.2.5　蓄電池のシール(密閉)方式 8.2.5　据置蓄電池の取扱と保守管理及び比較

目次8 10行目 (3)特別の保守管理 (3)取扱と保守管理

8 表2.3 最下部 ただし、同一構内で1から5の設備が ただし、同一構内で1から6の設備が

10 表2.4の下 4行目 主任技術者免除の交付 主任技術者免状の交付

22 2.9.2（2）カ 下から11行目 地下に乗降を有するもの 地下に乗降場を有するもの

25 1行目 表２.15　備考欄 表中記号－は否認 表中記号－は否適用

34 2段目 表2.22　取得方法欄 登録試験 試験/実務経歴

39 1回線受電 図3.1

41
1回線方式
単相1回線方式

表3.5 直流き電区間 直流き電区間/非電化区間

63 表5.10 定格投入電流〔A〕 定格投入電流〔kA〕

74 表5.22(注)④(3)
接近する必要のない構造物の一部外表面部分を指し、上記(i)項、
(ii)項以外の部分をいう。

接近するおそれがない構造物の外表面部分を指し、上記(1)項、(2)項
以外の部分をいう。

103 6～9

　なお、この消火・防災関連設備としては、範囲も広く「鉄道電気
概論」配電・電灯電力シリーズでは、当該受配電設備では、配電
所などに電気設備に関連した防災設備として、第3、第4分冊で
は、建物配線、照明設備では、建築基準法、消防法に関連した
防災設備と多岐に亘ることから、一部は重複していますが第1分
冊では、その骨子のみにとどめるとして記述しています。

　なお、この消火・防災関連設備は範囲が広く、「鉄道電気概論」配
電・電灯電力シリーズでは、幾つかの分冊に関係します。例えば、こ
の第１分冊では配電所などの電気設備に関係する設備、第3分冊で
は建物配線に関係する設備、第4分冊では照明に関係する設備につ
いて、建築基準法、消防法でどのように規制されているかを述べて
います。

132 6.5.1 7行目 遮断器の解放と警報 遮断器の開放と警報

134 下から6行目 線問電圧が低下 線間電圧が低下

140 図7.3　ガスタービン発電機 エネルギー源「灯油」追記

150 図7.24 (ｂ)、(ｃ）文字欠け

161 ケ．減速機 7行目 数千rpm/minと速く、 数千rpmと速く、

161 ケ．減速機 8行目 3,600rpm/min程度に 3,600rpm程度に
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・保安規定届 ・保安規程届

・保安規定による ・保安規程による

・保安規定 ・保安規程

168 7.8.2（2） 下から9行目 非常用電源地 非常電源

169
7.8.3 建築基準法
による規制

7.8.3本文2行目 建築主事等に対して次の義務が 建築主に対して次の義務が

172 図8.3

173 8 8　その他予備電源装置 ・・・直流に変えます。・・・ ・・・直流に変換します。・・・

184 下から14行目 8.2.5　蓄電池のシール(密閉)方式 8.2.5　据置蓄電池の取扱と保守管理及び比較

186 4行目の化学反応式 Pb+SO4 → （酸素と鉛が反応して一酸化鉛が生成するはずなので正しくない）

186 (3)特別の保守管理 下から10行目 (3)特別の保守管理 (3)取扱と保守管理

187 (ｶ) 7行目 蓄電池上部に（特に金属類）を置いたり 蓄電池上部に物（特に金属類）を置いたり

187 表8.3 制御方式 制御弁式

188 2行目 据置蓄電鉛畜の 据置蓄電池の

蓄電池盤、蓄電池、列の相互間　…1.6mを超える部分は1.0以上 …1.6mを超える部分は1.0m以上

蓄電池盤、蓄電池、点検面　0.6以上 0.6m以上

192
キュービクルの換
気面(右側)保有距
離

表8.8の下部 詳細(例) 0.6 （基準以上なので間違いではないが）0.2

192
整流器の操作面の
保有距離

表8.8の下部 詳細(例) 0.1 1.0

192
蓄電池（架台式）
の点検面(左側)の
保有距離

表8.8の下部 詳細(例) 0.8 （基準以上なので間違いではないが）0.6

197 表8.11 作道温度 作動温度

197 リン酸形 表8.11 燃料 H炭酸水素の改質ガス H2・炭化水素の改質ガス

197 溶融炭酸塩形 表8.11 燃料 H・CO・炭酸水素炭化水素の改質ガス H2・CO・炭化水素の改質ガス

197 固体電解質形 表8.11 燃料 H・CO・炭酸水素炭化水素の改質ガス H2・CO・炭化水素の改質ガス

197 固体高分子形 表8.11 燃料 H・CO炭化水素の改質ガス H2・炭化水素の改質ガス

198
8.5　太陽光発電シ
ステム

本文2行目 電子はp側へ、正孔はn側へ 電子はn側へ、正孔はp側へ

199 図8.42 減速機 増速機

199 本文最下行 経済付加配分制御 経済負荷配分制御

212 図9.6 ２線式全２重通信 ４線式全２重通信

223 9.9 ２行目 ・・・主として系統運用上の送電切替、 ・・・主として系統運用上の送配電切替、

167 表7.10の中

192
キュービクルの換
気面(右側)保有距
離式以外

表8.8蓄電池設備の保有距
離

並行盤 並列盤
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226 9.10.1 ２行目 ②変圧器絶縁破壊検知器 ②絶縁破壊検知器

234 11.1.1 14行目 (4)イ.個別試験は、上記(a)の試験項目毎に選択して試験します。 (4)イ.個別試験は、上記(ア)の試験項目毎に選択して試験します。

235 表11.2

238 表12.1
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